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 9月中旬から、３年生の進路に向けた校長面接を実施しています。面接では受け答えをする際に 

正しい言葉遣いが求められます。また面接者に具体的に分かりやすく簡潔に伝えることが求められ

ます。そこで、良い言葉の使い手になるためにどうすればよいかを考えてみましょう。 

１．国語に関する世論調査より 

 令和６年９月１７日付で文化庁が令和５年度「国語に関する世論調査」の結果を発表しました。

この調査は平成７年度から毎年１６歳から７０歳までの年代別に結果が示されます。１０代の人が

他の世代より関心が高いのが、「新語・流行語」「外来語・外国語の使い方」、また日本語がわから

ない人（外国の方）に道を尋ねられたら「スマートフォンの翻訳ツール」を使うという回答を８割

以上の人がそうしていると答えました。このような結果から若い世代の人は日本語には共通語、方

言があるといった多様性や新しい言葉、流行語を容易に作ることが出来る柔軟性を持っていると言

えます。また小さなころからスマートフォンなど情報機器を積極的に活用してコミュニケーション

を図ろうとしているところが心強く思います。 

 一方、一か月に何冊読書をするかという問いに全体の６割が読まないと回答したそうです。１０

代で本を読んでいない人は６割６分以上だそうです。読書が減っている理由は７割以上が「携帯・

スマホ」等の情報機器で時間がとられると回答しています。１割以上が「読書の必要性を感じない」

と答えています。 

２．インターネットについて 

 私たちは、インターネットによりすぐにほしい情報を手に入れることが可能になりました。反面、 

フィルターバブルという現象が起きている事実もあります。ネット利用者個人の検索履歴、クリッ

ク履歴を分析し学習することで、個々のユーザーにとって望む、望まないに関わらず見たい情報が

優先的に表示されてしまうことがあります。そこで、「考えが間違ったり偏らない為にも、情報元

が国や県、市など信頼できる所から発信されているか確認したり、フィルターバブルの存在を知っ

た上で活用することが必要だ」ということを知っておく必要があります。（総務省資料より） 

３．読書の必要性について 

 本で調べる事で、その調べる事柄だけでなく、関連する人物や事柄が本には書いてあります。そ

れらを知ることにより、知識の量も増えます。また正しい言葉遣いに触れることになります。（人

間は正しい言葉を使うことで思考を組み立て、話し合うことで新しい考え方、課題の解決の方法を

導いていく。） 

 一人一人が十分な言葉を蓄え、活用する経験が必要です。読書は語彙を豊富にして、物語の登場

人物の気持ちや場面を考えながら読むことで、想像力や感受性を豊かにしてくれます。本の中で、 

自分が味わったことのない体験ができ、知らなかった世界を知ることで、考え方や視野を広げてく

れます。そして本の中で出会った１つの言葉が自分の生き方に大きく影響を与えることもありま

す。生徒達には、毎朝１０分の朝読書時間が確保されています。この時間を有効活用して本に親し

んで、良い言葉の使い手になってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 学校教育目標 自主・自立～活力と魅力あふれる学校を目指して～ 

学校だより        第８号 
令和６年１１月２７日 

市川市立福栄中学校 

 

 

 

 

 

 

 



★図書館の本の紹介★        「１２歳から始めるあがらない技術」 

                      緊張のしくみや人前で話す練習をすること等が 

紹介されています。 

                      「１０代に伝えたい名言集」 

                      生徒たちが悩んだことと同じような内容で悩ん 

                      だ偉人のエピソードが書かれています。 

「自分だけじゃない」ことを知ることが出来ます。       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 11月 23日（土）午前中に市川市立福栄中ブロック地域学校協同本部「福カフェ」主催でクリ

ーン作戦が行われました。地域の方、保護者、生徒、教職員に多数参加していただきました。草刈

りや側溝清掃を行い、学校が見違えるほどきれいになりました。参加していただいた皆さんありが

とうございました。地域の方々に学校をきれいにしていただいたことを全校生徒に伝えると共に生

徒たちには地域に貢献できるようボランティア等への参加をこれからも推奨していきます。 

 

 

 今年度、例年と変わった主な情報について簡単にお知らせします。 

千葉県公立高等学校 

 すべての公立高等学校において出願がインターネットによる出願となりました。そして入学検査

料の納付についてはクレジットカード、コンビニエンスストア、ペイジーによる納付となりました。 

本校生徒が例年受験する私立学校 

 単願推薦（第一希望）併願推薦（第二希望）について多くの学校で成績の基準が上がっています。 

また、入学後 3年間辞めないでほしいという高校側の思いもあり、中学校時代の欠席日数の基準 

を以前より厳しくしている学校もあります。 

※1・2 年生は規則正しい学校生活をすることが重要です。自分が進路決定する際、たくさんの選択

肢が持てるよう、日々の学校生活をしっかり送ってほしいです。 

 

～お願い：学校だよりは HPでご覧下さい。ペーパーレスにご協力を～ 

学校の様子は随時、HPに掲載しています。そちらから、ご覧ください。 


